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石橋議長による祝辞 

関係者によるテープカット 

明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

昨
年
中
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
は
、い
ま
だ
見
え
な
い

令
和
５
年
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
「
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
」
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
生
活
様

式
や
働
き
方
を
模
索
し
て
い
く
年
と
な

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

昨
年
は
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
加

え
、
石
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
な
ど
の
影

響
を
受
け
る
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
コ
ロ
ナ
禍
は
、
専
門
家
に
よ
る

と
、
今
後
も
数
年
に
わ
た
っ
て
継
続
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

子
ど
も
た
ち
も
例
外
で
は
な
く
、感
染

へ
の
不
安
や
緊
張
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
長

い
期
間
を
過
ご
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
後

も
引
き
続
き
、あ
ら
ゆ
る
視
点
か
ら
成
長

へ
の
影
響
を
予
測
し
、
将
来
を
見
据
え
て

対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。 

な
お
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
な
が

ら
も
、
社
会
で
は
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
経
済
活
動
が

再
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

「
新
し
い
生
活
様
式
」
、
「
新
し
い
子
育

て
環
境
」
、
「
新
し
い
教
育
環
境
」
の
整
備

拡
充
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
る
よ
う
に
、
頑

張
り
ま
し
ょ
う
！ 
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令
和
４
年
度
日
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
の
総
額
で
、
１１

億
６
７
５
７
万
６
千
円
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
補
正
後
予
算
総
額
は

４
０
７
億
９
５
４
９
万
２
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
提
案
さ
れ
た
２０

議
案
の
中
で

「
総
合
的
な
子
ど
も
支
援
拠
点
創
設
事

業
」
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
私
の
所

属
す
る
教
育
福
祉
員
会
で
審
査
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
議
論
の
余
地
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
と
し
、
実
施
設
計
委
託
料

の
全
額
減
額
を
報
告
。
本
会
議
に
お
い

て
、
全
額
減
額
の
修
正
案
が
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

          

【
歳
出
】 

焼
却
施
設
等
更
新
事
業 

（
１
億
７
１
６
万
３
千
円
） 

新
し
い
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
９
年

１０

月
に
稼
働
予
定
で
す
が
、
建
設
用
地

内
で
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
調
査
を
行
っ

た
結
果
、
本
調
査
が
改
め
て
必
要
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
補
正
予
算
は
、
そ
の
委
託

料
等
の
費
用
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。 

調
査
の
結
果
次
第
で
は
、
建
設
計
画

の
進
捗
に
も
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
発
掘
調
査
の
状
況
並

び
に
出
土
品
評
価
に
つ
い
て
、
情
報
提
供

を
適
宜
行
う
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。
ま

た
、
調
査
に
は
延
べ
２
，
３
０
０
人
近
い
作

業
員
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
地
元
雇

用
に
も
配
慮
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

総
合
的
な
子
ど
も
支
援
拠
点 

創
設
事
業
を
全
額
減
額
！ 

（
１
８
６
５
万
６
千
円
） 

 

「
総
合
的
な
子
ど
も
支
援
拠
点
」
と

は
、
１８

歳
以
下
の
す
べ
て
の
子
ど
も
と

そ
の
家
族
、
そ
し
て
妊
娠
中
の
方
と
そ

の
家
族
等
が
利
用
す
る
事
業
で
す
。
具

体
的
に
は
「
相
談
支
援
機
能
」
や
「
一
時

預
か
り
機
能
」
、
「
遊
び
・
交
流
機
能
」
、

「
学
び
・
情
報
発
信
機
能
」
を
備
え
た
拠

点
を
整
備
す
る
事
業
と
な
り
ま
す
。 

私
が
所
属
す
る
教
育
福
祉
委
員
会
で

は
、
１
年
以
上
を
か
け
て
慎
重
に
審
査

す
る
と
と
も
に
、
先
進
地
を
視
察
す
る

な
ど
し
て
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
委

員
会
審
査
で
は
、
そ
う
し
た
知
見
も
踏

ま
え
て
、 

“
必
要
な
支
援
の
課
題
整
理

や
情
報
収
集
が
不
十
分
で
は
な
い
か
”
、

“
教
育
の
視
点
を
踏
ま
え
、福
祉
と
教
育

が
一
体
と
な
っ
た
機
能
や
人
員
配
置
の

整
理
が
不
十
分
で
は
な
い
か
”
等
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
支
援
拠
点
創
設
検
討
委
員
会

に
お
い
て
は
、
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
曖
昧
な

部
分
が
あ
り
、
委
員
の
意
見
を
聞
く
だ

け
で
協
議
内
容
の
集
約
・
意
見
統
一
も

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
の
結
果
、
支
援
拠
点
に
必
要
と
さ

れ
る
機
能
の
精
査
が
不
十
分
で
あ
り
、

利
用
者
数
の
見
込
を
は
じ
め
、
必
要
な

ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
材
配
置
、
職
員
の
連

携
体
制
、
費
用
対
効
果
な
ど
、
議
論
の
余

地
が
多
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、提
案
さ
れ
た
実
施
設
計

委
託
料
（
１
８
６
５
万
６
千
円
）
に
は
課

題
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
行

の
施
設
整
備
計
画
案
（
４
億
１
６
９
０
万

円
）
に
影
響
す
る
こ
と
を
避
け
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
現
時
点
に
お
い
て
は
ま

だ
認
め
ら
れ
な
い
と
の
判
断
に
至
り
ま

し
た
。
当
事
業
を
将
来
に
わ
た
っ
て
否
定

す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
結
果
と
し

て
、
実
施
設
計
委
託
料
を
全
額
減
額
す

る
修
正
案
を
報
告
し
、
本
会
議
に
お
い
て

も
、
全
会
一
致
で
全
額
減
額
す
る
修
正

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

行政視察（長野県茅野市） 

行政視察（長野県長野市） 
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していない。 また、法定後見制度の場合に、審

判が確定するまでに一定の期間がかかる。市長

申立てを行う時は、本人の情報が乏しく、その方

の実態の把握に多くの時間を要してしまうといっ

たところも課題と捉えている。 

【福祉保健部長】 関係機関との密なやり取り

の中で、もっと効率的に、必要な手続を踏んで

いくやり方を今後考えていかなければならない

と思っている。 

【教育長】 現在導入しているシステムでは、勤務

時間内の休憩時間の実態把握はできない。この

ため令和 3年から、１１月に実施する時間外勤務

実態調査の中に休憩時間に関する調査項目（休

憩時間内に業務を行った場合、その日のうちにほ

かの時間帯に休憩時間を意識して確保するよう

にしたか）を新たに設けることで、全教職員の休

憩時間に関する実態の把握に努めている。 

【教育長】 「業務量の総量縮減」については、タブ

レット端末を活用したアンケート実施による集計業

務の縮減に取り組んでいる。「業務内容の効率化」

については、校務支援システム活用による通知表や

出欠管理などの各種事務作業の効率化に取り組ん

でいる。「教職員の意識改革」については、各学校に

おいて月１回以上実施する取組を行っている。 

【福祉保健部長】 平成３０年度からの４年間で合

計６１名の方が受講した。養成研修の修了者数は

平成３０年度１３名、令和元年度９名、令和２年度１

３名、令和３年度８名の合計４３名である。 

 

👉中島の視点 

児童生徒が学校に在校しているとき、教職

員は休憩がとれない状況です。日課表の工夫

などで、児童生徒の下校時間を早くして、放

課後の教職員の空き時間を確保するなどの

システム変更が必要と考えます。 

認知症や知的障がい、精神障がいなどの理由

で、判断能力が不十分な方々の生活や財産を守

る制度です。財産管理をはじめ、介護や看護等

に関する契約を結ぶ際に支障が出ないように、

指定された代わりの人（後見人）が手続きしま

す。あらゆる人々が意思を尊重されるとともに、人

としての尊厳や生活、財産が守られ、安心して暮

らせるよう、様々な法的支援を行うものです。

【福祉保健部長】 まだ

この制度が十分に浸透 
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【教育長】 支援拠点機能の充実とともに、教育

センターのこれまでの機能を維持するために、専

門スタッフ等の整備の必要性に関する意見も寄

せられていたことから、今後、計画の進捗にあたっ

ては福祉保健部とのさらなる連携強化を図ってい

きたいと考えている。 

発行：日田市議会議員  中島 章二   

〒877-0006大分県日田市港町 8-64 携帯電話 090-8412-9143 

【教育長】 施設になかなか来られないという方

については、電話やお手紙などを入り口とするこ

とも、もちろん可能だと思っている。 

 

日田市総合的な子ども支援拠点整備につい

ては、２ページの委員会審査内容にも書きまし

たが、私は 12月定例会提案内容では機能がは

っきりしてないと判断しました。この子育て支

援事業は、日田市がコロナ禍を克服し、安心し

て子育てできるまちになるための重要な取組

です。今回の提案内容を一旦ゼロベースに戻

し、子育て支援について広い視野をもって、議

論を深めるべきではないかと思います。 

👉中島の視点 

【福祉保健部長】 総合相談窓口としていろんな

相談が入ってくると思う。支援拠点は、ハブとして

それらをつないでいく。全てのケースワーク機能を

持って、相談内容の完全な解消に至るまでを引き

受けてやっていくということではない。 

■ 請願について ■ 

 令和４年１２月定例会において、市民クラブからは、

「教職員が保護者や地域とつながり、地域に根ざした

学校教育活動ができるための環境づくりに係る意見

書」「沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を採取しな

いことなどを求める意見書」の提出を求める請願を提

出し、賛成多数で採択されました。 

 

行政視察（新潟県三条市） 


